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　「完 全 正 常 化」 を 果 た し た の ち，2004（平 成 16） 年， 新 た に 就 任 し た 納 谷
廣美学長によって明治大学における平和教育の柱として，登戸研究所遺構の保
存と展示活用が打ち出され，４年間凍結されていた保存と活用問題が動き出し
ました。2005 年春， 大学は和田一夫（元登戸研究所所員， 登研会事務局長），
長年登戸研究所研究に第一線でかかわってきた渡辺賢二，海野福寿，森恒夫と
登戸研究所遺構の保存と活用についての話し合いの場を設けます。
　その中で登研会を代表して和田より以下の訴えが出されます。

３「明治大学平和教育登戸研究所資料館」設立へ

　「登研会より保存要求の嘆願書を預かっているが，登研会会長の山田愿
げんぞう

蔵
　さんはもう 90 歳であるし，会員も歳をとり残り少なくなっているので，
　早く処置をしないと貴重な資料が散逸してしまうと危惧している」
　（明治大学所蔵「懇親会メモ」より）　

　この話し合いの内容は，同年 10 月に開催された登研会でも共有されました。
その中で，登戸研究所で行われた非人道的な研究や実験を繰り返してはいけな
い，後世の人たちには自分たちと同じ思いをして欲しくないという元勤務員た
ちの強い訴えが再度確認され，納谷学長宛に「旧陸軍登戸研究所建物等保存に
ついて（お願い）」を提出しました。
　これを受けた大学は，2006 年 7 月に「登戸研究所明治大学展示資料館（仮称）
の設置に関する検討委員会要綱」を制定，同年９月に第一回検討委員会が開催
され，具体的に登戸研究所遺構の保存と展示施設設立に動き出しました。
　また，中原平和教育学級から継続して，川崎市では何度も登戸研究所に関す
る学習会が行われ，市民の登戸研究所掘り起こし運動が市域に広がっていきま
す。 そうした中で， 受講生らによって 2006 年に「旧陸軍登戸研究所の保存を
求める川崎市民の会」が結成され，５号棟の移築保存と資料館設立に対し川崎
市も明治大学を援助するよう市に求める保存運動を行います。
　 こ う し て 多 く の 人 々 の 思 い を 受 け，2010 年 3 月 29 日 に 明 治 大 学 平 和 教 育
登戸研究所資料館は開館しました。



28 第３章　そして資料館開館へ…
第四章　明治大学平和教育登戸研究所資料館設立へ

納谷学長宛「旧陸軍登戸研究所建物等
保存について（お願い）」

2005（平成 17）年 10 月 30 日｜登研会会長　山田愿蔵｜

個人寄贈

「 旧 陸 軍 登 戸 研 究 所 資 料 館 完 成 に あ
たって」

元第三科南方班技手・大島康弘が資料館
開館にあたり送った祝辞。

2010（平成 22）年 3月 20 日｜大島康弘｜明治大学所蔵



おわりに
　残念ながら登研会会長の山田愿蔵さんは当館開館前にご逝去され， 開館を見
届けていただくことは叶いませんでした。しかし，多くの登研会メンバーの皆
様に支えられ，当館は無事に開館することができました。
　また，30 年前， 登戸研究所の疎開先である長野県駒ケ根市において掘り起
こし運動を率いた高校生， 北原いづみさんが 2019 年， 若くしてご逝去されま
した。 北原さんが元所員と人間関係を結んだことによって，「大人の誰にも話
したくないが，君たち高校生には話そう」と人体実験や毒物兵器の製造といっ
た重い事実を元所員は語ってくれるようになりました。近年では駒ヶ根市でも
登戸研究所の掘り起こし運動が再開され，市民や高校生が「登戸研究所調査研
究会」 を 2018 年に発足し， 北原さんも世話人として活躍されていた中でのこ
とでした。心よりご冥福をお祈りいたします。
　多くの市民，そして元登戸研究所勤務員の「二度と登戸研究所で行われたこ
とを繰り返してはいけない」という強い思いを受け取り， 当館では登戸研究所
の調査研究を進めていくとともに，その成果を社会の平和教育・歴史教育・科
学教育に活用していただけるよう，これからも邁進してまいります。
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